
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指
標を達成した教師90％以上

・デジタルドリルを効果的に活用して知識・技能を定着さ
せる。
・単元単位で評価計画を立案して，思考力・判断力・表現
力を向上させる。

A

・マイプランの成果指標を達成するために教材研究や指導法の改
善を行っていると回答した教員は100％であった。引き続き、授業づ
くりチェックシートを活用しながら自分の実践を振り返る機会を設
け、学力向上に関する意識の向上を図りたい。

A

・マイプランの成果指標を達成するために教材研究や指導法の改
善を行い目標を達成できたと回答した教員は100％であった。今後
も学力向上に関する教員の意識向上を図るための手立てを考えて
いきたい。

A

・児童生徒の学習意欲が継続できるようにしてほしい。
・学力は、資質や能力を含めたものであり、学習状況調査の結果は
その一面である。その結果が全てではないが、学習状況調査も普
段の指導を評価する指標の一つとして大切にしてほしい。

○主体的・対話的で深い学びを意識した授業実践

○学習規律の徹底

○「あくしゅタイム」(ねらいに迫る交流の場)で、考えを広
げたり深めたりすることができたと回答した児童生徒90%
以上
○授業の始まりで、立腰、学習用具の準備など学習に向
かう心構えができたと回答する児童生徒85%以上

・全教師が明確な意図を持って「あくしゅタイム」を設定
し、その目的と評価を児童生徒に明示することで、「あく
しゅタイム」の意義を児童生徒が感じられるようにする。
・生徒指導部とも連携し、全職員が同じ指導を行うことで
学習規律を徹底させる。

B

・授業において、95％の教師が「あくしゅタイム」を積極的に設定し、
考えを広げる手段となってきた。「あくしゅタイム」で自分の考えを広
げたり深めたりすることができたと回答した児童生徒は、79％だっ
た。今後は、「あくしゅタイム」の目的と評価を児童生徒と共有するこ
とで、深めるための話し合いの改善に努めたい。
・「授業の始まりで学習に向かう身構えができている」と回答した児
童は95％であり、全ての教師が学習規律の徹底に努めていて、学
習規律が向上してきている。

B

・授業において、あくしゅタイムを積極的に設定した教師は100％で
あった。その一方、あくしゅタイムで自分の考えを広げたり深めたり
することができたと回答した児童生徒は78％であった。話し合いの
目的を共有したうえで交流することが必要である。
・授業前には担任から次の授業への細やかな指導や個別の声かけ
が行われていた。学習の準備や構えができたと回答した児童生徒
は94％であった。

B

・児童生徒同士の話合いの場（あくしゅタイム）を日々の授業の中で
さらに充実させていってほしい。
・教師と児童生徒の意識に差がある。今後この差を小さくする取組
をお願いしたい。

●地域・家庭との連携を生かして、自分に自信をもつ、
相手を思いやる子を育てる道徳教育

●アンケートで「学校は心の教育に積極的に取り組んで
いる」と回答した保護者が90%以上

・道徳教育に全ての教育活動を通して取り組む。特に、
道徳科の授業において、「考え議論する道徳」を実践し、
児童生徒の道徳性の涵養を目指す。家庭、地域と連携
して道徳教育に取り組む。

A

・地域・家庭との連携を生かした授業を設定し、道徳教育の工夫改
善を図った。95％の教師が道徳授業の改善に努めていると回答し、
研修にも積極的に取り組むことができている。今後も、重点項目で
の家読を実施し、道徳通信を家庭・地域へ発信していく。 A

・96％の保護者が「心の教育に積極的に取り組んでいる」と回答し
ている。また道徳アンケート（児童生徒）においても、「個性の伸長」
や「思いやり」「生命尊重」などの項目で肯定的な意見が増えてお
り、豊かな心を育成するための道徳教育の授業改善を図ることがで
きた。

A

・「ふれあい道徳」における各学年の授業は、多方面にわたる視点
で構成されており、興味深かった。
・地域清掃活動やコミュニティフェスタなど地域と連携しながら心を
育む取組ができていた。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○いじめ防止等について、組織的対応ができていると回
答した教員が90%以上

・月に１回生活調査（あくしゅ）アンケートを行い、いじめ
の早期発見に取り組む。
・生徒指導協議会において、全職員で共通理解を図り、
開発的・予防的な生徒指導を行う。 A

・「いじめ防止等について、組織的対応ができている」と回答した教
員は100％であった。具体的取組である月1回のあくしゅアンケート
等を通して、いじめの早期発見、早期対応を実施しており、今後も
継続して取り組みたい。 A

・「いじめ防止等について、組織的対応ができている」と回答した教
員は前回に引き続き100％であった。具体的取組である月1回のあく
しゅアンケート等を通して、いじめの早期発見、早期対応を実施して
おり、いじめの早期解決につながっていた。 A

・いじめ防止について今後も組織的な対応をお願いしたい。
・月１回のアンケートは早期対応につながっていると思うがマンネリ
化も懸念される。
・児童生徒のスクールカウンセラーへの相談については、授業時間
以外に設定する等の配慮があるとよい。また、相談している児童生
徒を理解できる学級の雰囲気づくりを大切にしてほしい。保護者に
とっても相談のハードルを下げる工夫が必要である。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて意欲
的に取り組もうとするための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」
と回答した児童生徒80％以上
●「将来の夢や目標をもっている」について肯定的な回
答をした児童生徒80%以上

・体育大会や文化発表会をはじめとする行事や各学年で
行う体験活動を通して、児童生徒の自主性、自発性を育
んでいく。
・二分の一成人式や立志式などの節目の行事では、将
来への見通しをもたせる機会を設け、夢や目標を明確に
させる。 B

・「認めてくれる」という項目では、児童生徒の肯定的な回答は
82％、「将来の夢や目標」の項目では、74％であった。
・前期では、校内入選の数を増やし、頑張りを認める機会を増やし
た。また、低学年に上級生の活躍を紹介しモデルとしている。
・後期では、各行事でスモールステップの目標を設定し、承認してい
くことができている。
・全体的に肯定的なアンケート結果であり、自己肯定感の向上が期
待できる。その背景には、教職員の日頃の声掛けや承認があると
考えられる。

A

・「認めてくれる」という項目では、児童生徒の肯定的な回答は
87％、「将来の夢や目標」の項目では、70％であった。「認めてくれ
る」という項目で大きな成果が出た。その要因として、校内外での児
童生徒の努力を表彰するなど頑張りを認める機会を増やしたことに
あると考えられる。また、佐賀県の教育方針にもある「ほめる」や「あ
りがとう」といった称賛や感謝の価値付けを日頃から行う教師が増
えたことも一因であると考える。教師の意識が変わり、各行事でス
モールステップの目標を設定し、承認していくことができている。
・「将来の夢や目標」という項目では、「夢＝仕事」と捉えている児童
生徒が多く、「今決めないといけないのか」という認識もある。児童
生徒は、将来の夢や目標に向けて努力している過程であり、今年
度は目標を下回ったものの70％が肯定的にとらえている状況は大
きな成果であると考えられる。

A

・体育大会や文化発表会等を通して児童生徒が自立した姿を見る
ことができてよかった。
・児童生徒が「先生は自分のよいところを認めてくれる」と感じる割
合が１％でも上がっていくようにしてほしい。
・多くの体験を通して、一人一人が自己肯定感をもてる教育環境で
あってほしい。
・将来の夢が職業ではなく「こんな人になりたい」という思いを抱く時
期であると考える。

●「望ましい生活習慣の形成」 ●元気のよい挨拶ができていると回答した児童生徒80%
以上

●早寝・早起き・朝ごはんの望ましい生活習慣ができて
いると回答した児童生徒80%以上

・西渓会による挨拶の励行を推進する。

・学級活動や保健だよりの発行等で児童生徒への啓発
活動を行う。

B

・教員の95％以上が児童生徒が進んで元気に挨拶をするように指
導していると回答し、「できている」と回答した児童生徒は78％で
あった。西渓会を中心に、学年ごとに挨拶運動を行う取り組みを
行っているが今後見直していく必要がある。
・教員の95％以上が学級活動や保健だよりなどを通して児童生徒
の望ましい生活習慣作りに努めている。それに対し、「望ましい生活
習慣ができている」と回答した児童生徒は83％であった。

B

・すべての教員が児童生徒が進んで挨拶をするように指導してお
り、児童生徒の77％が「できている」と回答している。今後も進んで
挨拶をするように取り組みを行っていく。
・教員の95％が、学級活動や保健だより等を通して、児童生徒の望
ましい生活習慣が身に付くよう努め、その結果「望ましい生活習慣
ができている」と回答した児童生徒は78％であった。継続して指導を
行う必要がある。

B

・元気のよい挨拶をすることは、人との交流の基本であるので、今
後とも積極的に進めてほしい。
・義務教育は「生きる力」を育む時期であり、学力同様、体力づくりも
大切にしてほしい。
・学校での挨拶は以前よりもできていないと感じる。児童生徒ができ
ていると思うレベルと周りが求めているレベルに差がある。
・まずは大人から挨拶をして言葉をかける姿を子供たちに見せてい
きたい。

○安全に関する資質・能力の育成 ○児童生徒や教員の交通事故、生活事故の発生件数０
(ゼロ)

・集団登校を月１回行い、その実施における登下校の安
全確認に取り組む。
・交通安全教室の実施により、歩行、自転車の扱いなど
への注意喚起を行う。 B

・全体的には交通事故・生活事故０(ゼロ)を達成できていたが、マ
ナーや交通ルールの面では今後とも指導していく必要がある。特に
バスの乗り方について指導することがあった。
・後期課程では自転車点検を実施しているが、自転車の乗り方には
不安が残る。交通安全教室や、集会での指導を繰り返し行う必要が
ある。

B

・全体的には交通事故０(ゼロ)を達成できていたが、マナーや交通
ルールの面では今後とも指導していく必要がある。特にバスの乗り
方について全体的・個人的に指導することがあった。生活事故はの
こぎり等道具の不慣れでのけがが見られた。
・後期課程では自転車点検を実施しているが、自転車の乗り方には
不安が残る。交通安全教室や、集会での指導を繰り返し行う必要が
ある。

B

・交通事故０（ゼロ）が継続できているのはよいことである。今後も事
故が発生しないようにルールやマナーの指導を継続してもらいた
い。
・生活事故防止は学校のみの指導ではなく、家庭・地域と連携して
取り組んでいかなければならない。
・スクールバス運営委員会でもバスのマナーは議題になっている。
運転手からの情報を学校でも共有できるようにしたい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限
45時間以内の遵守

●ライフワークバランスを意識した働き方ができたと回答
する教員が90%以上

・ペーパーレス会議の推進。
・会議の開始時刻、終了時刻の徹底(会議時間60分)。
・施錠時刻の設定と徹底。
・定時退勤日の徹底(前期:金曜日、後期:水曜日)。
・電話対応時間の設定(朝:7:30～、夕:部活終了後30分
迄)。

B

・職員会議は基本的にペーパーレスで実施し、予定時間内に会議
を終了するよう心がけたが、内容によっては予定時間を超えてしま
うことがあった。
・「定時退勤日を守り、時間外勤務時間上限４５時間を遵守するよう
努めている」と回答した教員は80％、
「ライフワークバランスを意識した働き方ができている」と回答した教
員は80％であった。
・定時退勤日の遵守や年休取得が進むための校内体制を考える必
要がある。
・電話対応時間は設定時間を意識して実行することができた。

B

・職員会議はペーパーレスで実施することができ、予定時間内に会
議を終了することができた。また、職員会議の回数削減を実現でき
た。
・「定時退勤日を守り、時間外勤務時間上限４５時間を遵守するよう
努めることができた」と回答した教員は74％、「ライフワークバランス
を意識した働き方ができた」と回答した教員は74％であった。
・定時退勤日や年休取得については意識的に声掛けを行うことで、
少しずつ改善を図ることができた。
・電話対応時間については、時間外のオートメッセージ機能を導入
する予定である。

B

・先生は人を育む職業であると思う。生徒や保護者対応が大切であ
り、時間や数字だけで解決できるものではないと考える。
・職場内での問題共有、互助などで子供たちにより多くの目が届くこ
とを望んでいる。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の資質向上と支援体制の構築 ○特別支援教育に関する専門性が向上したと回答する
教員90%以上

○組織的・機能的な研修会やケース会議等を年間3回以
上実施

・校内特別支援教育ミニ研修会を学期に1回ずつ実施す
る。
・特別支援教育コーディネーターを中心に必要に応じて
ケース会議を実施し、校内支援体制の充実を図る。

A

・「特別支援教育に関する専門性を向上させることができた」と回答
する教員96％であった。
・校内特別支援教育研修会をこれまで３回実施し、今年は特別支援
に理解のある医師から研修を受けることができた。 A

・「特別支援教育に関する専門性を向上させることができた」と回答
した教員89％であった。
・校内特別支援教育研修会を４回実施することができ、職員の意識
向上を図ることができた。 A

・今後、特別支援教育に関する専門性が全教員に必要になってくる
ので研修等を充実してほしい。
・スクールカウンセラーのさらなる活用など子育てで問題を抱えてい
る保護者のサポートをお願いしたい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 多久市立東原庠舎西渓校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校教育目標達成のために掲げた重点取組（①②③④）については、全体的に概ね目標を達成することができた。次年度は特に、志を育むキャリア教育の推進に力を入れていきたい。
・次年度も、学校・家庭・地域の連携をさらに推進し、児童生徒を中核においた教育活動(学習指導、生活指導、体験学習等)に取り組んでいきたい。
・B評価の項目については、その要因を分析し、全体で共通理解を図ることで、今年度よりも達成率が少しでも上がるよう改善向上に取り組んでいきたい。
・保護者や学校関係者にも分かりやすい指標、具体的取組を掲げ、数値だけでは表現できない部分の評価を記述していくことで、実際の学校教育活動に生かせるようにしていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・「将来の夢や目標をもっている」と回答する児童生徒の割合が目標の9０％に達しなかった。夢や目標をもたせていくために、夢につながる講話を設定したり、家庭で将来についての会話をする機会を作ったりする工夫を行う。

・子どもと職員が係わる時間の確保を図っていくため、義務教育学校の特徴を生かしながら業務改善をさらに進めたり、職員の意識改革を図ったりしていく。

・特別支援学級在籍が２０％を超え、一人ひとりに合う指導に取り組んだ。さらに特別支援学級や配慮を要する児童生徒への理解を深めるために、インクルーシブ教育の充実を図ったり、計画的な職員研修の機会を設けたりして、共通理解を図る。

２　学校教育目標 志をもち、自ら学び、共に高め合い　たくましく生きぬく西渓っ子の育成

３　本年度の重点目標

①志を育むキャリア教育の推進。

②「あくしゅタイム」の推進と学ぶ意欲を高める指導の充実。

③郷土愛、自己肯定感を高める教育の充実。

④インクルーシブ教育の理念に基づく特別支援教育の充実。


